
 

ぶらり  
らいぶらりぃ 

～図書室にはこんな本があります～ 

Ｎｏ. ２２３ 
 

＊利用者からの質問をもとに昭和館図書室の資料をご紹介します。 

（書名の後の（ ）の数字は請求記号です。） 

 

 

問）「防空壕」について、仕組みやその目的などがわかるような本を探している。 

図書室の検索端末で検索してみたが、戦時中に発行された原資料等が多く、子どもが 

読むにはちょっと難しそうだった。小・中学生向けの本はないか。 

 

答）「防空壕」について、図書室の検索端末で検索してみると・・・ 

  全資料 → ことばから探す → 防空壕と入力 ⇒ ６５５件 

例：『防空絵とき（コピー資料）』（391.38/D25）閉架 

       『防空壕 用途と配置 構造と施工』（391.38/D25）閉架 

 

◇ 子どもたち向けの図書は、図書室内の 23・24番の書棚（児童書架）に並んでいます。 

     児童書架の本は自由にお手にとってご覧いただけます。 

     「戦争」と「人びとのくらし」について書かれた本を中心に探してみると・・・ 

 

例：『戦争とくらしの事典』（210.75/Se73） 

『写真でみる 太平洋戦争とくらし・道具事典 人びとのくらし・道具』（210.75/W37/1） 

『目でみる「戦争と平和」ことば事典 第３巻』（319/Sa67/3） 

『シリーズ戦争遺跡 第１巻 学校・地域に残る戦争のつめあと』（210.75/I97/1） 

    

◇ 常設展示室（7階）には、「防空壕体験」コーナーがあります。 

実寸大の「防空壕」の模型があり、防空壕がどのようなものかを実際に体感できます。 

子どもたちと一緒にぜひ体験してみてはいかがでしょうか。 

図書室には、書棚に並んでいる図書以外にもたくさんあります。 

検索端末を使って、読みたい本を探してみてください。 

操作方法等、カウンター職員までお気軽にお問い合わせください。 
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火の玉投手・沢村栄治 
 

今年５月に戦前・戦中の日本プロ野球界を代表する名投手・沢村栄治の銅像が、生まれ故郷の三重県

伊勢市の近鉄宇治山田駅前に建立されました。銅像は沢村の身長とほぼ同じ約１．７メートルで、左足

を高々と上げた独特のフォームをかたどっています。 

沢村は大正６年（1917）に三重県宇治山田市で誕生します。京都商業学校ではエースとしてチームを

３度甲子園に導きました。その剛速球から火の玉投手とも呼ばれ、その球速は１６０キロに及んだので

はと分析する専門家もいます。 

昭和９年（1934）１１月、京都商業を中退し全日本入りした沢村（当時１７歳）は「第二回日米野

球」で素晴らしい活躍をみせます。ここまで７戦全敗でしたが、全米チームを相手に９三振を奪い、わ

ずか１点に抑えたのです。相手チームは、ベーブ・ルース、ジミーフォックスなど名高い強打者が揃っ

ていました。結果は１対０で惜しくも日本チームは敗れてしまいましたが、スクールボーイ・サワムラ

の活躍はアメリカにも広く知れ渡りました。その後、沢村は巨人に入団し、プロ野球史上初のノーヒッ

ト・ノーランを成し遂げるなど大活躍をします。 

しかし戦争の足音は沢村にも迫ってきました。昭和１３年（1938）に初めて召集され、三重県久居歩

兵三三連隊に入営します。昭和１９年（1944）に３度目の召集があり、乗船していた輸送船がアメリカ

の潜水艦から攻撃を受け、屋久島の西方約１５０キロで沈没してしまいました。生存者はなく、沢村も

２７歳で戦死してしまいました。 

東京ドーム敷地内にある「鎮魂の碑」には沢村をはじめ、彼と名勝負を繰り広げた景浦 將
まさる

、特攻隊

員となった石丸進一など、戦場に散った数多くの野球人の名前が刻まれています。 

昭和２２年（1947）には沢村の背番号「１４」はプロ野球史上初の永久欠番となり、シーズンで最も

活躍した先発完投型投手に「沢村栄治賞」（通称：沢村賞）が贈られるようになりました。 

さて今年はどの投手に贈られるでしょうか。注目しておきましょう。 
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